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　本論文では16世紀初頭フランス、トゥールにおいて、宮廷画家ジ
じ

ャ
ゃ

ン
ん

・ブ
ぶ

ル
る

デ
で

ィ
ぃ

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

（Jean Bourdichon, 1457?-1521年） により彩飾された『ア
あ ん ぬ

ンヌ・ド
ど

・ブ
ぶ る た ー に ゅ

ルターニュの

大
だい

時
じ

禱
とう

書
しょ

』（Les Grandes Heures d’Anne de Bretagne, 1503-1508, ms. latin. 9474, フランス国

立図書館以下 BnF.）の欄外装飾の植物画についての一考察を示し、植
しょく

物
ぶつ

図
ず

譜
ふ

の先駆け

としての位置づけを確認する。また、『大時禱書』の欄外装飾に見られる植物画と15世

紀末から16世紀初頭に制作された写本群、『薬
やっこうしょくぶつ

効植物の書
しょ

』（Livre des simples médecines）

の挿絵との比較を行う。この『薬効植物の書』は、古典古代由来の薬効植物学書を継承

したフランス語訳写本群であり、本論文では写本画家ロ
ろ び ね

ビネ・テ
て す た ー る

スタール（Robinet 

Testard, 1471-1531年頃活動）によって挿絵が描かれた写本（ms. fr. 12322, BnF.） を中

心に考察する。この比較研究によって、『大時禱書』の制作背景に薬効植物学写本があっ

たことを指摘する。
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論　文　要　旨

『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』
写本装飾と中世薬効植物学写本に関する一考察

斉　藤　彩　香
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おわりに

はじめに

　ジャン・ブルディション（Jean 

Bourdichon, 1457?-1521年）によっ

てトゥールで彩飾された『アンヌ・

ド・ブルターニュの大時禱書』（Les 

Grandes Heures d’Anne de Bretagne, 

1503-1508, ms. latin.9474, BnF. 以下

『大時禱書』）（図１）は、精緻に描

かれた欄外装飾の植物画によって、

植物図譜としての性格を有する写本

であると指摘されてきた（１）。本論

文では、第１章と２章において、『大
図１�　『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』fol.26v-

27r, ms. latin. 9474, BnF.
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時禱書』とブルディションの他の写本作例について確認し、写本装飾の特長を示す。そし

て、欄外装飾の植物の写実的な表現について、トロンプ＝ルゥイユ（仏：Trompe-l'œil, 

目だまし）を用いた「ヘント＝ブルッヘ派」写本や画家の交流からの影響について述べる。

第３章では、『大時禱書』に描かれている植物について考察し、時禱書でありながら、植

物図譜的な性格を有していたことを確認する。第４章では、『大時禱書』と『薬効植物の書』

（Livre des simples médecines）を比較検討し、植物研究との関わりの可能性を考察する。こ

の『薬効植物の書』は、ラテン語で著され中世広く知られた古典古代由来の薬効植物学書

（通称：「Circa instans」）のフランス

語訳写本群であり（２）、本論文では

特に写本画家ロビネ・テスタール

（Robinet Testard, 1471-1531年頃活

動）によって挿絵が描かれた写本（図

２） を考察する。この比較研究に

よって、『大時禱書』の制作背景に

薬効植物学写本があったことを指摘

する。

　本研究の主眼は、植物研究と画家、

特に写本欄外装飾や本草書挿絵に関

わる画家の交流や作品の参照等の関係であり、植物研究に関わる作品がどのような知識や

技術、芸術との関わりのなかで成立したかという点にある。そのため、『大時禱書』の写

本芸術における位置づけを確認することで、（花の）静物画の研究等では触れられる機会

の少ない、15世紀末の植物研究と植物画をとりまく状況について検討する。そして、この

『大時禱書』の欄外装飾に見られる植物画と15世紀から16世紀初頭に制作された写本群、『薬

効植物の書』の挿絵の比較を行う。

第１章：『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』と画家ジャン・ブルディション

１－１『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』の制作背景
　『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』は1503年から1508年にかけて、ジャン・ブルディ

ションによってロワール川に面する都市トゥールの工房で彩飾された時禱書である。この

『大時禱書』には50枚の宗教的題材（物語画）のミニアチュールと12枚の月暦画のあるカ

レンダーページがあり、350葉以上あるすべてに植物画の欄外装飾が施されている（３）。

図２�　『薬効植物の書』（Livre des simples médecines）, 
fol.143v-144r, fr. 12322, BnF. 
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　この『大時禱書』は、その名の通りアンヌ・ド・ブルターニュ（Anne de Bretagne, 

1477-1514年）の注文により、５年ほどの歳月をかけ制作された非常に豪華な彩飾写本であ

り、注文に関する史料は19世紀の古文書研究によって、支払いに関する文書が発見されて

いる（４）。この「支払いを命ずるアンヌの委任状」（５）によると、『大時禱書』に豪華な彩飾

を施したこと、また、これまでの働きに対して、金貨600枚（escuz d’or）で1050リーヴル・

トゥルノワ（livre tournois）という多額の報酬がブルディションに支払われたことが明ら

かとなっている。『大時禱書』の欄外装飾の植物画はアンヌ周辺で高く評価されたと思われ、

植物名の記載の有無に違いはあるものの非常に類似した彩飾は現在確認できる限り、フラ

ンソワ１世のために制作された時禱書（Holford hours, Book of Hours, Tours, France, ca. 

1515, MS M.732, the Morgan Library.） や、大英図書館書所蔵の二点（Add. Ms. 18855, 

Tours, France, ca. 1510-1525、Add. Ms.35214, France, ca. 1510-1525） が16世紀前半に制作

されている。このことからも、16世紀初頭のフランス宮廷において植物への一定の関心が

あり、芸術作品にも影響を与えた可能性を示すことができる。

　また、植物研究に関する書物は16世紀盛んに出版され、大学付属の植物園の成立や植物

を含む珍品蒐集の熱が高まると、美しい植物画が収録された植物図譜の制作にも関心が集

まった（６）。このような博物学的な関心のもと行われた「収集・分類・保存」をキーワード

とする文化的な活動は、15世紀末の宮廷にはじまり、「ヘント＝ブルッヘ派」の写本装飾に

もその影響が示唆される（７）。また、アルプス以北の絵画芸術における風景画や静物画の出

現も同時代であるほか、初期印刷本草書において、1485年にマインツのペーター・シェー

フ ァ ー（Peter Schöffer，1425-1503年 ） に よ っ て 出 版 さ れ た『 健 康 の 庭 』（Gart der 

Gesundheit, 1485年）には写生図をもとに彫られた木版画が掲載されている。このような描

写の変化は、中世以来「書斎の学問」としてラテン語・ギリシア語のテキストの研究に重

きを置き、挿絵は植物の実際の形態とは程遠い描写や迷信めいた表現を含む図像から、植

物の形態を正確に記録しようという描写への転換であったと考えられる。以上を踏まえ本

章では、写本欄外装飾に関わる画家ジャン・ブルディションの活動と周辺の画家について

考察する。

１－２　画家ジャン・ブルディションと写本装飾
　ブルディションはトゥールで活躍した画家ジャン・フーケ（Jean Fouquet, 1420-

1478/1481年頃）の工房で学び、遠近法やイタリア建築風の装飾などを作品に取り入れた。

フーケの死後1481年にブルディションはフーケの後を継ぎ宮廷画家となり、ルイ11世、シャ

ルル８世、ルイ12世、フランソワ１世の４代の王に仕えた。これによりブルディションは
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15世紀末から16世紀初頭にかけてトゥールでもっとも有名な画家となった（８）。

　『大時禱書』以前のブルディションの写本作例として、1498-1499年に制作された『ルイ

12世の時禱書』がある。『ルイ12世の時禱書』は、断片のみが現存している写本であるも

のの、ミニアチュールのいくつかは『大時禱書』と同主題であり、比較することができる。

特に「ピエタ」と守護聖人を伴う寄進者像、「降誕」、「マギの礼拝」、「ユダの接吻」など

の場面は、背景や構図の反転といった違いがあるものの、全体の構図や人物の配置・ポー

ズ、衣服の色彩は類似している。そのため、『大時禱書』のミニアチュールは、『ルイ十二

世の時禱書』の制作に際して用意された図像を繰り返し用いたと考えられる。また、欄外

装飾については、月暦画の裏面に、「ヘント＝ブルッヘ派」のようなトロンプ＝ルゥイユ

の欄外装飾が確認できる。しかし、ここで描かれているのは、特定の植物ではなく、それ

までの欄外装飾にもよく見られるアカンサスの葉のような装飾的な植物文様である。この

ことから、『大時禱書』の欄外装飾の植物画は、ともに描かれたミニアチュールと違い、『大

時禱書』の制作に際して、特別に用意されたと考えられる。

第２章：写本欄外装飾にみる他地域からの影響

２－１「ヘント＝ブルッヘ派」写本からの影響
　『大時禱書』の欄外装飾における植物の自然主義的な描写は、15世紀後期に多くの写本

を制作した「ヘント＝ブルッヘ派」のトロンプ＝ルゥイユを用いた欄外装飾からの影響が

先行研究で指摘されている（９）。しかし植物描写について、その直接的な関係については

詳らかにされていない。そのため、本章では「ヘント＝ブルッヘ派」写本やイタリアで活

動した画家からの影響について具体的な例を示し、欄外装飾の植物描写について考察する。

　『大時禱書』における物語場面のミニアチュールは板絵のように一点一点が完成された

構図と空間表現を有し、木枠のように描かれたトロンプ＝ルゥイユのフレームによって、

ディプティックを思わせる表現となっている。また、欄外装飾に描かれている植物は、時

に、物語画の人物の顔と同じかやや大きく、その存在感を強く示しており、単なる周縁部

の飾りとは思えないほど緻密に物語画と同等の熱量をもって描かれている。このように存

在感を際立たせ、現実味を付与しているのが、花やそこにとまるトンボやチョウなどのト

ロンプ＝ルゥイユ表現である。こうした欄外装飾の表現は1480年頃から「ヘント＝ブルッ

ヘ派」写本に見られる、写実的な花が羊皮紙の上に散りばめられたようなトロンプ＝ルゥ

イユの欄外装飾（図３）に由来すると考えられる（10）。そのため、このような装飾が、ブ

ルディションに影響を与えた背景について、彼が参照した可能性のある「ヘント＝ブルッ
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ヘ派」写本と、周辺の画家

からの影響を検討する。

　ブルディションが参照し

た可能性のある写本は先行

研究において二点指摘され

ている。ひとつは、アンヌ

の父ブルターニュ公フラン

ソワ２世所有の『聖ポル・

ドゥ・レオンの時禱書』で

ある（11）。同写本は「ヘン

ト＝ブルッヘ派」のマリー・

ド・ブルゴーニュの画家周辺で描かれたとされ、装飾部分はほとんど現存しないがテキス

ト部分の写字生ニコラス・スピエリンクの筆跡から、1480年頃にマリー・ド・ブルゴーニュ

の画家周辺（工房）で制作され、トロンプ＝ルゥイユの欄外装飾があったと考えられてい

る（12）。もう一点が、通称『La flora』（図３）と呼ばれる時禱書である（13）。この時禱書は、

アンヌが最初に結婚したフランス王シャルル８世所有の写本であり、シモン・マルミオン、

ドレスデン時禱書の画家、マクシミリアン１世の最初の時禱書の画家ら「ヘント＝ブルッ

ヘ派」の画家らが彩飾したとされる（14）。ここで見られる欄外装飾の花やトンボなどが装

飾の枠を越えるようなトロンプ＝ルゥイユ表現は、『大時禱書』におけるブルディション

の表現と共通しているのである。

　アンヌ自身が父から受け継いだ写本以外に「ヘント＝ブルッヘ派」写本を有していたか

は定かではない。しかし、彼女の周辺にはトロンプ＝ルゥイユの欄外装飾が施された写本

があったと推測でき、宮廷画家であったブルディションはそれらの写本に触れた可能性が

ある。

２－２　他地域の画家との交流：イタリアの画家ヨアン・トデスキーノ
　ブルディション周辺には『大時禱書』の制作以前か同時期に、「ヘント＝ブルッヘ派」

のと関わりのある画家やイタリアで活動した画家らがおり、後述するロビネ・テスタール

など、他地域の画家と共同で仕事をした。特に影響を与えたと考えられる画家は、1482年

頃からナポリでフェデリコ１世（Frédéric I de Naples, 1451-1501年）に仕えたヨアン・

トデスキーノ（Ioan Todeschino、15世紀末から1503年頃活動）である（15）。この画家はフェ

デリコ１世がフランスへ亡命する際に同行、トゥールに拠点を移し、ブルディションと写

図３�　『聖母マリアの時禱書』（La Flora） 20.4 x 13.4 cm
　　Napoli, Biblioteca Nazionale Vittorio Emanuele III, Ms. I.B.51
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本の制作をした（16）。トデスキーノ

の写本欄外装飾には、「ヘント＝ブ

ルッヘ派」を思わせるトロンプ＝

ルゥイユ表現が見られる（図４）。

　ブルディションは生涯トゥールか

ら離れることはなかった画家とされ

ているが、15世紀のロワールの宮廷

文化のなかで活動し、パトロンの所

有する他地域の作品や、周辺の画家

らから影響を受けたと考えられる。

第３章 ： 植物図譜の先駆けとしての『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』

　本章では、『大時禱書』で描かれた植物について、植物の名称の記載、植物種の豊富さ、

選び描かれた植物の特異性から他の時禱書には見られない植物図譜的な役割を有したこと

を確認し考察する。

３－１ 　植物図譜としての性格　
　『大時禱書』の植物図譜と

しての性格は、植物の名称

の記載に現れている。カレ

ンダーページや全てのテキ

ストページに精巧に描かれ

た300種以上の植物にはそ

れぞれ、ページの上下にラ

テン語とフランス語の名称

が添えられている（図５）（17）。

また、ここで紹介される植

物種の多さもその性格を強調している。複数の先行研究で指摘されているとおり、『大時禱書』

図４�『アラゴンのフェデリコの時禱書』（Heures de 
Frédéric d’Aragon）, 1501-1502年 , fol.324v-325r, ms. 
latin 10532, BnF. 

図５『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』欄外装飾（部分）
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で描かれる植物画は、同定できない植物含め337点あり（18）、筆者もこれを確認した。また、色

違いや同定できないもの、同一種の実か花かなど時期の違いによる描き分けを数えない場合、

筆者が同定できた植物種は314種である。そのほとんどは観察に基づいて描かれたと推測され

るほど精緻に描かれている。

　多くの植物がこの『大時禱書』に集められる一方で、ここで描かれた植物が、16世紀初頭

にフランスで知られていた植物のすべてではないことは明らかであり、選定基準や描かれる順

番については慎重に検討する必要がある。ほぼすべての植

物に名称が付されているが、ラテン語・フランス語どちら

もアルファベット順ではなく、全体として開花時期等の季

節は意識されていない。一方で、近い種の植物が連続で描

かれる場合もある。また、「受胎告知」の対ページ（図１）

にバラやユリが描かれているように、まったくテキストや

物語場面の聖人との関わりを無視しているわけでもない。

３－２ 　�描かれた植物とテキスト及び物語場面との関係
　描かれたいくつかの植物は、アルプス以北の絵画にお

いて初出であることが先行研究で指摘されている（19）。

そ の 一 例 と し て、 種 が 明 ら か な ス ノ ー ド ロ ッ プ

（Galanthus）を挙げる（図６右端と左端の白い三花弁の

植物）。類似した花として、スノーフレーク（Leucojum）

のような小さな白いベル形の花は、写本欄外装飾や15世

紀の北方絵画に描かれるが、スノードロップはアルプス

以北では珍しい植物であった（20）。さらに、中南米原産

のウリ科の植物（図７）も描かれている。この植物は早

くとも17世紀後半、フランスで本格的に栽培が始まった

のは18世紀と考えられていたが、『大時禱書』の研究か

ら16世紀にはトゥールの庭園で栽培されていたと推測で

きる。また『大時禱書』には、庭園や宮廷を飾るような

花々以外の植物も、存在感をもっている。例えば、食用

となるアーティチョークやタマネギ、ニンニク、果物が

描かれている。また、イネ科の植物やシダ植物のような

装飾に適さないと思われる植物も数種類描かれている。 図７　ウリ科の植物 , fol.61r

図６�　スノードロップ
	 （Galanthus）, fol.22r

23-10-387_(065)-007-斉藤彩香氏.indd   7223-10-387_(065)-007-斉藤彩香氏.indd   72 2024/02/15   14:09:122024/02/15   14:09:12



（73）

　以上のように、写本欄外装飾等でよく描かれるバラやスミレ、オダマキやカーネーショ

ンなど、聖母や受難と関連づけられる植物と違い、『大時禱書』にはこれまでの写本には

見られない植物が含まれている。そして、そのいくつかは、アルプス以北の絵画において、

初出であり、宗教的な意味付けやテキストとの関わりがほとんど意識されていないと考え

られる。

３－３　王妃アンヌの植物への関心
　『大時禱書』で描かれた植物は、アンヌが実際にロワール川沿いのいずれかの城館の庭

園で栽培していた植物からコレクションとして『時禱書』に描き収められた可能性や、薬

効植物学関連の書物から引用された可能性、また、ブルディションの植物描写への関心も

背景として想定されよう。いずれの場合にせよ、注文主アンヌの植物への強い関心があっ

たことは容易に想像される。しかし、『大時禱書』のテキストページに描かれた種々の植

物の出典は定かではない。描かれた植物はその写実性によって、ブルディションが直接こ

れらの対象を観察することができる環境にあったと推測できる。また、王妃の庭園、特に

ブロワの庭園に関する現存する1516年のスタツィオ・ガディオによる記述であり、『大時

禱書』の成立よりも後年である（21）。そのため、『大時禱書』制作期に王妃アンヌの庭園が

実在していたか、実在した場合、どのような植物が栽培されていたか明らかでない。

　『大時禱書』の植物はいかなる書物または、作品を参照して選ばれたのかを調査するこ

とは文献調査のみでは不十分であり、周辺の植物研究に関わる作品との比較研究も必要で

ある。この研究は『大時禱書』の注文背景と、アンヌや彩飾を担ったブルディション周辺、

また同時代の植物に関する知識の動向を明らかにする一助となり得る。そのため次章、15

世紀末から16世紀初頭のフランス宮廷で知り得た植物学の知識、また『大時禱書』の植物

画と影響関係にあった可能性のある写本について考察する。

第４章 ：『薬効植物の書』（Livre des simples médecines）との比較

　本章では、『大時禱書』に描かれた種々の植物の出典のひとつとして、薬効植物学書を

想定し、フランスで制作された写本『薬効植物の書』（Livre des simples médecines）の図像

及び注記された名称と比較する。そして、『大時禱書』と（薬用）植物研究との関連につ

いて考察する。
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４－１　フランス語訳写本群『薬効植物の書』
　『薬効植物の書』は、15世紀から16世紀にかけて制作されたラテン語の医学・薬用植物

学のテキスト（通称：「Circa instans」）のフランス語訳写本群（表１）であり、25 冊程度

の写本が現存している（22）。これらの写本の系譜は、初めにバウマン（Felix Andreas 

Baumann）によって、三つのグループに分類された。その後、アヴリル（François 

Avril）によって、バウマンの分類によるグループＩとグループⅢが同じ系譜にあるとされ、

「北フランスおよびブルゴーニュ諸国写本」と「西フランス写本」の系統に大別される（23）。

これらの写本挿絵には中世を通じて繰り返し使われてきた植物の図像が引き継がれている

場合が多い。しかし、「西フランス写本」のなかでもロビネ・テスタールの手によるとさ

れる挿絵付き写本には、多数のこれまでの写本には見られない写実的な植物画を確認でき

る。

　「西フランス写本」グループの元となる写本は、ルネ・ダンジューの兄、メーヌ伯シャ

ルル４世の所有していた写本である（24）。このシャルル４世の写本から派生した「西フラ

ンス写本」のなかで、より後期に制作されたのが、ロビネによる挿絵付きの写本（図２）

である。

４－２　挿絵画家ロビネ・テスタールと『薬効植物の書』
　このロビネの挿絵入り『薬効植物の書』写本は、アングレーム伯シャルル・ドルレアン

（1459-1496）の注文で作られたとされる。この写本は、フランス国立図書館が所蔵するロ

ビネ自身によるレプリカ（ms. fr. 12322, BnF.）と、ロシア国立図書館に所蔵されている

オリジナルの二点が現存する。フランス国立図書館所蔵の写本は、アヴリルによる先行研

究においてロシア国立図書館所蔵のオリジナルのほぼ完全なコピーであると述べられてい

る（25）。

　挿絵を担当したロビネは、ポワティエとコニャックを中心に活動した画家である。1480

年頃からアングレーム伯シャルル・ドルレアンと妻ルイーズ・ド・サヴォワのために仕事

をした。そして、この時期にブルディションとともに、『シャルル・ダングレームの時禱書』

（Les Heures de Charles d‘Angoulême, 1480-1496年頃 , ms. lat. 1173, BnF） の彩飾を担ってい

る。また、この時禱書で、ロビネはドイツの版画家イスラエル・ファン・メッケネムの作

品を時禱書の彩飾に転用しており、ライン川流域の画家による版画からの影響をうかがわ

せる写本である。
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４－３　『薬効植物の書』と『大時禱書』の植物比較
　ロビネ画『薬効植物の書』（ms. fr. 12322, BnF.） は1520-1530年頃に、オリジナル（ロシ

ア国立図書館所蔵）は『大時禱書』より早い1489-1495年に制作されており、『大時禱書』

と成立年代が近い。また、トゥールとポワティエの地理的な近さ、そして、ロビネはブル

ディションとともに写本彩飾の仕事を手掛けていたなどの理由から、本論文では比較対象

とした。この『薬効植物の書』は、それまでの写本の構成とは異なり、テキストページと

挿絵のページが完全に分かれている。また、その写実性においてもこれまでの伝統的な図

像ではなく、新たに用意された挿絵であると断定しうる。ここで紹介されているテキスト

項目総数は486件、挿絵総数378点（内植物は325点、以外の鉱物などは53点）が確認できる。

全ての項目に挿絵がつけられてはいないものの、植物、それ以外も含めて全体の８割の項

目がイラストつきで紹介されており、丹念に制作されたことがわかる。その一方で、挿絵

の中には、該当するテキストがない場合や挿絵に注記のない場合もある。

　筆者は『大時禱書』とロビネ画『薬効植物の書』の植物画について、それぞれ先行研究

を参照しつつ、疑わしいも

のについては独自に同定、

記載された植物名を精査

し、描かれた植物種の比較

を行った。その結果、ロビ

ネの『薬効植物の書』の挿

絵に注記されている名称

と、『大時禱』の欄外装飾

に記載されたラテン語もし

くはフランス語の名称が一

致し、図像も同じ植物を描

いていると判断できるもの

は約115点ある。

　例として、ジャスミンとゼニアオイの比較をあげる（図８）。ジャスミンは『大時禱書』

fol.86r に描かれており、ラテン語「Sambacus」とフランス語「Jasmin」と記載され、ロ

ビネの『薬効植物の書』fol.177v の注記「Jassemin」はフランス語名が近い例である。ゼ

ニアオイは『大時禱書』fol.71r に描かれており、ラテン語「Malva」とフランス語「Mauves」

と記載され、ロビネの『薬効植物の書』fol.177v の注記「Malva ortensis」とラテン語名

が近い例である。名称の一致のみに注目すると、『薬用植物の書』の注記は基本的にラテ

図８�　『薬用植物の書』と『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』
比較
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ン語であるため、『大時禱書』のラテン語名の方が、フランス語名より一致する割合が高い。

この他、植物の名称は一致するが図像が違う例、図像は同じ植物を描いていると判断でき

るが、名称が違う例もある。

　この調査の結果、『大時禱書』で描かれた植物の約３分の１は、図像・名称ともに一致

しており、『大時禱書』の制作にあたって、いずれかの薬効植物学の書を参考にした可能

性を示すことができた。また、薬効植物学の書物に匹敵する数の植物が『大時禱書』に描

かれたことも特筆すべき点であり、その多くが正確な描写とラテン語・フランス語の明記

によって紹介されていることが明らかとなった。

おわりに

　15世紀に印刷技術が向上し広範囲に適用されていくなかで、写本は高価な芸術作品とし

て、王侯貴族にとってステータス・シンボル、財産としての価値をもち、注文主の教養や

価値観が反映された。従って『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』は16世紀初頭に作

られた非常に豪華な時禱書であり、王妃アンヌの個人的な思い入れが強く反映され、なお

かつステータス・シンボルとなる時禱書と推測できる。『大時禱書』の欄外装飾で特徴的

な植物画は、物語画の人物像と同等の存在感を示しており、トロンプ＝ルゥイユの効果に

よって花々の存在感が強められている。このような植物の写本装飾は1480年頃からの「ヘ

ント＝ブルッヘ派」写本の散りばめられたような花の欄外装飾の影響であり、描かれた植

物の豊富さや、ラテン語・フランス語による名称の記載と合わさることで、アンヌの身近

にあった植物が『大時禱書』中にコレクションされているとみることもできる。描かれた

植物の多くは、15世紀から16世紀にフランス宮廷で知られていた薬効植物学書のひとつ『薬

効植物の書』でも紹介されており、『大時禱書』の制作にあたって、ラテン語名の一致の

割合が高かったことからも、ラテン語を原典とする書物が参照された可能性を示している。

しかし、本研究での比較では、『大時禱書』の植物やその名称の引用元を詳らかにするに

はまだ不足がある。そのため、図像の比較研究において、現存する『薬効植物の書』の精

査と植物園の成立といった植物研究との関連の検討が必要である。『大時禱書』が、写本

の伝統における植物描写の到達点であるならば、ロビネの『薬効植物の書』は薬効植物学

写本の系譜における到達点と考えることができるため、双方の成立と影響関係について今

後の研究を進めていく所存である。一方当時、印刷本が現れたことによって、植物研究は

基本的に印刷本の形で流布するようになる。このことを踏まえ、15世紀末の画家らが参照

しえた媒体についての研究も今後の課題としたい。
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表１：『薬効植物の書』（Livre des simples médecines）一覧

 

制作年 所蔵館 写本番号 バウマンの分類 アヴリルの分類
1425-1435年 (コペンハーゲン)デンマーク王立図書館 GKS 227 2° グループIII 北フランス・ブルゴーニュ

1425-1450年
(パリ)フランス国立図書館(Bibliothèque
de l'Arsenal)

Ms-2888 グループIII 北フランス・ブルゴーニュ

1450年頃 (ディジョン)ディジョン市立図書館 ㎳. 0391 グループIII 北フランス・ブルゴーニュ
1450年頃 (パリ)フランス国立図書館 fr. 12320 グループIII 北フランス・ブルゴーニュ
1450年頃 (パリ)フランス国立図書館 fr. 19081 グループIII 北フランス・ブルゴーニュ
1450年以前 (パリ)フランス国立図書館 fr. 12321 グループI 北フランス・ブルゴーニュ
1450年以前 (ベルリン)ベルリン州立図書館 Ham. 407 グループI 北フランス・ブルゴーニュ
1453年 (パリ)フランス国立図書館 NAF6593 グループI 北フランス・ブルゴーニュ
1450-1480年 (パリ)フランス国立図書館 fr. 623 グループI 北フランス・ブルゴーニュ
1460年頃 (パリ)フランス国立図書館 fr. 12319 グループI 北フランス・ブルゴーニュ
1460年頃 (ブリュッセル)ベルギー王立図書館 10226 未分類 未分類
1460-1470年頃 (ブリュッセル)ベルギー王立図書館 ms. IV 1024 未分類 未分類
1472年以前 (サンクトペテルブルク)ロシア国立図書館 fr. F. v.VI.2. 未分類 西フランス
1475-1499年 (リール)リール市立図書館 356 (369) 未分類 北フランス・ブルゴーニュ
1480年頃 (パリ)フランス国立図書館 fr. 1307 グループII 西フランス
1487年以前 (パリ)フランス国立図書館 fr. 9137 グループI 北フランス・ブルゴーニュ
1489-1495年 (サンクトペテルブルク)ロシア国立図書館 fr. F. v.VI.1. 未分類 西フランス
1520-1530年 (パリ)フランス国立図書館 fr. 12322 未分類 西フランス
15世紀前半 (バチカン)バチカン図書館 Reg. Lat. 1292 未分類 未分類
1475-1499 (バチカン)バチカン図書館 Reg. Lat. 1329 未分類 未分類
15世紀 (パリ)フランス国立図書館 fr. 1309-1312 グループII 西フランス
15世紀 (モデナ)エステンセ図書館 Estero 28 グループII 西フランス
15世紀 (ケーニヒスベルク)州立大学図書館 不明 未分類 西フランス
15世紀 (ブリュッセル)ベルギー王立図書館 05874-05877 未分類 未分類
15世紀 (ヘント)ヘント州立公文書館 III. varia 339 未分類 未分類
15世紀 (パリ)フランス国立図書館 fr. 12317 未分類 未分類

15世紀
(ヴォルフェンビュッテル)アウグスト公図
書館

Guelf. 84.10 Aug. 2°未分類 未分類
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【一次資料】
・『アンヌ・ド・ブルターニュの大時禱書』

Horae ad usum Romanum, dites Grandes Heures d'Anne de Bretagne （ms. latin 9474, フランス国立図書館、以

下 BnF） XVIe siècle （vers 1503-1508）. Tours. Parchemin, 238 ff., 300×190 mm.

・『薬用植物の書』

PLATEARIUS, Livre des simples médecines, ou Herboriste ; en français, par ordre alphabétique （ms. fr. 

12322, BnF.） XVIe siècle. Parchemin.197 feuillets à 2 colonnes. 340×258 mm.
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